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学習の指針（シラバス） 
教科名 家庭科 実施学年 ３年 週時数 ０．５時間 

１ 学習の目標 

・衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な基礎的・基本的 

な知識及び技術を習得できる 

・家庭の機能について、理解を深め、これからの生活を展望して、課題をもって生活をよりよくできる 

（特に消費・環境・福祉の学習を通して） 

２ 学習計画及び評価方法 

学期 月 学習内容 学習のねらい 
備考 

（時間） 
評価 

第
１
学
期 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

  

6 

 

 

 

 

7 

●家庭生活と消費 

●商品の選択と 

・商品購入のプロセス  

・生活情報の活用  

・商品の価格 

●よりよい消費生活の

ために 

・消費生活のトラブル

を防ぐ 

・消費者の権利と責任 

・消費者を支えるしく

み 

・刺し子作品 

 

・身近な商品を物資とサービスに分

類する。 

・筆箱の中身を確認し，適切な商品

の選び方をしているか考える。 

・消費生活でのトラブルと解決方

法、契約について学ぶ。 

・消費者と販売者のロールプレイン

グを行い，消費者の権利と責任につ

いて考える。 

・消費者を支える機関や法律につい

て知る。福祉について考える。 

 

５時間 

 

 

 

 

 

 

 

３時間 

・学習プリン

ト 

 

 

 

 

・作品 

・定期テスト 

 

 

 

 

・作品 

第
２
学
期 

9 

 

 

 

  

10 

 

 

 

 

11 

 

12 

●環境に配慮した生活 

・環境への影響 

・エネルギー消費と CO2
排出を減らす 

・水を節約し，排水の汚

れを減らす 

・環境への影響を考え

た消費生活 

・持続可能な社会へ向

けて 

・家庭のエネルギー消費や節水対策

について班で話し合い，各家庭で実

践し報告する。 

・持続可能な社会を考え，選択，購

入，使用方法，廃棄まで考える。 

 

 

 

４時間 

 

 

 

 

 

 

３時間 

・学習プリン

ト 

 

 

 

 

 

・定期テスト 

 

第
３
学
期 

 

1 

 

2 

 

3 

 

●３年間をふり返ろう ・３年間の学習をふり返る。これか

らの家庭生活を考える。 

２，５時

間 

 

・ふり返りシ

ート 
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３ 評価について 

 評価の観点及び内容 評価方法 

 

主体的に学習に取り

組む態度 

 

生活や技術について関心をもち、進んで学習しよ

うとする態度を身につけているか、毎時間の学習

に取り組む姿勢を観察や自己評価から評価しま

す。 

・学習プリント 

・授業中の姿勢 

・自己評価 

 

思考・判断・表現 

 

 

課題に対してどのように工夫して解決したか、見

通しをもって製作することができたかを作品の

内容、家庭での実践、学習プリント、自己評価か

ら評価します。 

・作品 

・学習プリント 

・自己評価 

 

技能・知識理解 

 

 

 

課題解決のために必要な基礎的な技術が身につ

いているかを製作中の作業内容、作品の完成度、

学習プリント、自己評価から評価します。基礎的

な事項について理解し、知識を身につけているか

を学習プリント、定期テスト、授業中の発表内容、

自己評価から評価します。 

・作品の内容 

・学習プリント 

・定期テスト 

・自己評価 

☆印の項目は、授長期休業中には、簡単な課題を出します。家庭でできることを増やしていってください。授

業を欠席した場合、評価に含めることができない場合があります。 

 

４ 家庭学習（予習、復習、提出物等）について 

・長期休業中には、簡単な課題を出します。家庭でできることを増やしていってください。 

・定期テスト前には予想問題が配布されます。少なくとも、２回は解くようにしてください。 

 

 

５ 教材等について 

・教科書：技術・家庭科 家庭分野（開隆堂出版） 

・副教材：刺し子キット 

・その他： 


